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まえがき

ウエステルマン肺吸虫セノレカリヤの形態に関しては既

に小林2），相JJff11）＇吉田13），小宮10）及び伊藤3）等の優れ

た業績があるが之等は主として生鮮楳木或は生体染色椋

木における所見をもとにしたものて、あった。然るに近来

組織化学的検索方法がこの方面にも亦適用ぎれるに及ん

で幾多の新しい知見が加えられつ〉ある。 特に Krui-

denier，のメタクロマジー（Metachromasy）を適用した

セルカリヤ内の特殊な腺組織である“Mucoidglands" 

に関する一連の研究には注目すべきものがある。即ち

Kruidenierは種々のセノレカリヤ－Virgulatecercariae 

1951, Monostome cercariae 1953, Opisthorchoid 

cercariae 1953, Non-Virgulate xiphidiocercariae 

1953ーに就いて，更らにケリコット肺吸虫セルカリヤ

(Paragonimus kellicotti) についても ToluidinBlue 

及び Thion in等の色素に対してメタクロマジーーを起

す腺組織のある事を認め，その形態及び形成過程を明か

Uこすると共に，その機能については木組織から介悩され

る “Mucoid-substance” が七ノレカリヤ自身の防禦的役

割を演ずると共に，本セノレカリヤが第2中間宿主の外部

より侵入する際に，何等かの役割を果すものであろうと

推測している。著者の一人横Jll12>(1052）は先にワエス

テルマン肺吸虫セノレカリヤの第Z中間宿主えの侵入経路

としては，第 2中間宿主に木セノレカリヤが経口的に摂取

されτ感染する ζ とを実験的に明かにし，北米種のケリ

ット肺吸虫セノレカリ ヤが第2中間宿主であるザ リガニの

タ卜部から侵入するという AmeeP＞等の説と異なるととを

報告した。然しとれ以外にはケリコット肺吸虫及びウエ

Mu：悦 O Yokogawαand 訪問抑制 Yoshimura : Stu-
dies on “Mucoid glands” in the cercaria of 
Par.αgonimus westermα矧．
(Department of Parasitology, School of Medicine, 
Chiba University.) 

ステルマン肺吸虫両種のセノレカリヤには何等形態学的の

差異は認められて居らない。そとて Kruidenierがケリ

コット肺吸虫セノレカリヤについて観察した所見を，ウエ

ステルマン肺吸虫セルカリヤについてのそれと比較考察－

するととは槙めて重要な意義のあるものと考え木実験を

行ったO その結果はウエステノレマン肺吸虫についても

Kruidenierの云う “Mucoid glands，， の存在を確認し

たが，細部の点に於て Kruidenierの所見と異なる所も

あるので，以下兵の成績について報告する。

実験材料並に実験方法

a) 実験材料 ：使用したウエステルマン肺吸虫セルカ

リヤは本吸虫の流行地である静岡県狩野川流域並に最ili:

(1955）著者等の発見した新流行地である伊豆下回地

万に於て採集した河貝子（Semisulcospiralibertina) 

を潰して得られたレヂア（Redia）内セノレカリヤ及びレ

デアより遊離の状態で員体内に存してγた横川の所謂成

熟セルカリヤ（遊離セノレカリヤ〉を用いた。猶メタセノレカ

( 31 ) 

リヤは上記流域に棲息するモクズガニ （Eriocheirjaρon-

£cus）の鰍より分離採取したものを直接針にて脱嚢させ

たもの及び大島法ヘ即ち39°0 pH 8.4の Tyrode液中

に一夜静置して脱装させたものを用いた。尚脱蓑幼虫を

Tyro de液中に数日間飼育したものをも実験に使用した。

b) 固定方法並に固定液

(1）セルカリヤの固定法

レヂア内のセルカリヤを用いる場合は，感染貝の肝臓

からレヂアのみを取出し，とれをスライドに少量の水と

共に載せ，解剖問微鏡下に針にてレヂアの嚢を破り排出

してくるものを用いたが，所謂遊離セルカリアは感染良

の肝臓を静かに時計皿の水中に入れてレヂアを傷つける

乙とのないようにし，解剖顕微鏡下て活溌に水底て運動

しているセルカリヤを一匹つ、つピペットにて吸い上げた

ものでレヂア内のセルカリヤと混同する事のないよう注

意した。セルカ リヤの同定の要領は，一滴の水と共にセ
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ルカリヤをスライドにおとし，カバーグラスて被った後，

このカバーグラスの四隅に少量の溶融パラフィンを滴下

して，カバーグラスとスライドとを固着せしめる。次い

で鴻紙の小片を以てカバーグラスのー側より水牙を吸い

取る一方，他側より固定液をピペットにて滴下してゆけ

ば，カバーグラス内の水は完全に固定液と交代させ得

る。然る後，静かに固定液中にそのま〉浸潰せしめれば

目的を達しうる。

b) メタセルカリヤの固定法

脱義直後のメタセルカリヤを得るためには人工的に被

嚢を破り脱出せしめる必要が生ずる。著者等は解剖顕微

鏡下に日本紙の如き紙をおきその上にーケのメタセルカ

リヤを含む液を滴下し，なるべく余牙の水を漉紙を以て

吸い取れば被嚢したメタセルカリヤはその有する被嚢の

粘著性のために紙面とよく粘著して固定するので，尖端

の尖鋭なる針にて被嚢の一部を突きさすと幼虫は直ちに

その部から脱出しようとする。そ乙て、直ちに被嚢の他端

を静かに圧排しながらピペットにて一滴水を注加すれば

比較的容易にメタセノレカリヤを嚢内より完全に脱出遊離

させる事が出来る。脱嚢幼虫の固定は前述のセノレカリ ヤ

のそれと全く同乙である。固定液として著者等が試みた

ものは以下の 4種であるが，染色に際して固定剤の析出

を来さず，且染色成績の良好なものは昇示アルコール溶

液でちる事を認めたので木実験の大部分はこの固定液を

使用した。

同定液

(1）昇京一アノレコーノレ溶液（無水アルコーノレに昇来結

品末を飽和せしめる〉

(2）昇宗飽和水溶液（蒸溜水に昇京結晶末を飽和せし

める〉

(3) Carnoy氏液〈純アルコール， クロロホノレム，

氷酢酸を 6: 3 : 1の容量に混和したもの〉

(4）塩基性酢酸鉛飽和水溶液

（蒸溜水を加温し，充牙塩基性酢酸鉛を飽和せしめ

た液て使用時微温湯として固定に供する〉

c) 固定時間

8～12時間

（前日固定液に浸潰し，翌朝迄放置するも差支え

ない。〉

d) 染色液並に染色手技 ：

染色原液 ：0.1% Toluidin Blueアルコール溶液

(Toluidin Blueに代る民 Thion inを用いるも可〉一

一溶媒としてのアルコールは30%アルコールとする。

( 32 ) 
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染色液

使用に際して上記染色原液を蒸溜水にて 2～ 8倍に稀

釈して用う。

（猶メチノレ緑ーピロニン染色及び Dila自eldのへマト

キシリ ン染色をも併せ行った。）

染色手技 ：

1) 固定標本を 100%アルコールに浸潰したま〉静か

に針にてパラフィンを除去し双方のガラスを静かに離ナ

と固定された材料はカバーグラスか叉はスライドの何れ

かの面に固く附着している。そこでこの附着面を上向け

て2～ 8牙放置する。かくて標本に附着せる昇宗の結l自

は完全に溶解除去される。

2) 80%, 60%, 20%，アルコーノレに犬々 8牙宛浸漬

する。

3) 染色液にて約1～ 2時間染色する。

4) 80%アルコールにて l～ 2牙間分別。

5) 100%アルコールにて牙別兼脱水し最早やTolui-

din Blueの青色が標本よりにじみ出ない程度まで行う。

6) 100%アルコールI, Ilに各々 2～ 8分間通す。

7) キシローノレI, lUこ浸潰し透徹せしめる。各々 5

分間宛行う。

8) 中性ツエーデノレ油にて封入し鏡検する。

染色成績 ：

"Mucoid glands”は鮮かなメタクロマジーを起し，

赤紫色に染め出される。

虫体の爾余の部分は色素の木来の青色をとってメタク

ロマジーを起さない。

吟味 ：

a) 固定液は何れを用いるも染色されうるが昇来アル

コーノレ溶液を用いるのが最も良好であった。

b) 染色時間は可成り長時間をかけ，爾後の分別を充

分行う方が鮮明に染色され，且叉透徹封入に便利である。

（附〉メチル緑ーピロニン染色

(1) (2）は前に準ずる。

3) 染色液にて 1～2時間染色

4) 1級プタノ ールーアルコールにて瞬時牙別する。

(30秒～1牙間〉

5) 一度i慮紙にて注意深くアルコールを除去する。

6) 100%アルコールI, Ilにて瞬時脱水する。 〈約

1牙間宛〉

7) 鴻紙にて注意深くアルコールを除去。

8) キシロールI, JI各々 5牙間宛通す。

9) 中性ツエーデル油にて封入し鏡検する。
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成績：“ Mucoidglands ”は濃紫赤色に染め出される。

実験成績

1.成熟セルカリヤの “Mucoidglands ” の形態の

概要。

レヂアより自然に滋出遊離した成熟セルカリヤに認め

られる ToluidinBlue に対してメタクロマジーを呈し

た腺組織 Mucoidglandsは，セルカリヤの体の中心線

の両側に左右対称性に6対のものが前方は口吸盤後縁か

ら始まり，後方は尾部附着底線の聞に到る迄に規則正し

く極めて大なる集塊をなして存在する。 6対の腺組織の

内，第 3対時に第4対の一部に跨るものは常に腹吸盤

(Acetabulum）の前方に位置し，以下は Acetabulum

の後方に位置する。各々の形態は，何れも西洋梨形或は

星芭状，不正円形の塊状をなし，何れも夫々より後述す

る導管（duct）を分岐し有突起性を示す。特に第6対の

如きは細長き逆三角形を呈し，辺縁も亦鋸歯状て奇怪な

形状をとる場合が多い。大きさは一般に後方に位置する

に従って増大し，時に第3対と第4対，第 4対と第5対

の夫々の一部が相重なってあたかも一つの不規則な境界

明確ならざる塊状を呈する事があり ，第 6対も可成りに

変異に富み大きさが最も大である。之等の 6対の腺組織

からは各々特徴的君、導管を牙岐するが，その状況は次の

如くである。

第 1対の Mucoidglandsの導管は極めて特異的であ

る。即ちその数も最も多く ，主なる導管は前方並に側方

に沿って前進し，走行の途中に屡々多数に存在する導管

の膨大部，Kruidenierの云う Mucoid物質の貯溜池た

る “Mucoid-reservoir”を介して，叉は直接にセノレカ

リヤの背側方に迂回して走行し，口吸盤の背側に迂曲す

る状況が明らかに認められる。他の大部牙のものは上述

せるが如く前走し，口吸盤の前縁並に側縁に相互に関連

を保ちつ〉口吸盤の入口部たる Kruidenierの指摘した

buccal cavityに閉口する模様が追究される。猶一部の

導管は側方に走り ，後述する両側部に散在する lateral

mucoid-reservoir並に口吸盤より後方前側部に存在す

る ventralmuc~id-reservoir に連絡するものも認めら

れる。前述した口吸盤の背側に迂回したものは，背側に

散在する dorsalmucoid-reservoir Uこ牙岐するものが

存在する。猶か〉る Mucoid-reservoirはセルカリヤの

俸の後方て Mucoidglandsの第6対に対する部にも左

右夫々僅か乍ら認められ，caudalmucoid-reservoirと

称すべきものも明らかに存在している。

( 33 ) 
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第 2対の Mucoidglandsはその形態大いさ共に略々

第 1対のものに類似し，不正円形若くは西洋梨形を呈し

第 1対の Mucoidglandsの後方に位置し左右対称性で

ある。導管も之より牙岐し一部は側方に一部は前方に

走行し，第 1対の Mucoidglandsとは直接或は間接に

連絡し，或は上述の lateral mucoid-reservoir 及び

ventral mucoid-reservoirに牙岐し，更らに之等を介

して細導管は側前方に走行迂回し， dorsal mucoid噌

reservoirに注ぐものも追究される。 lateralmucoid-

reservoirは次ぎの第8及び第4対の Mucoidglandsよ

り数多の導管を受けてセルカリヤの側線に沿って長楕円

形，有突起不正円形の塊状を呈して島唄状に配列し，之等

相互の連繋も亦細導管に依って行われている事が解る。

第 3対及び第4対の Mucoidglandsは Acetabulum

の前方に位置し，上述した導管を以て左右目各々対称性に

lateral mucoid reservoirに牙岐している。 第 5対の

一部の導管は Acetabulum の側方に分岐するものも認

められる。第6対の Mucoidglandsは Acetabulum

の後方て ventralgrooveの側縁に図説するが如く位置

し，その形態は先述した如く逆三角形を呈し，辺縁も鋸

歯状にして奇異な感を与える。少数乍ら之より導かれた

導管は左右対称性に夫々の caudalmucoid-reservoir 

に連絡するものが窺われる。 ((Plate I及びIl)

以上の所見はセルカリヤを凡て腹側面より平面的に観

察したものであって，之等 Mucoidglands, mucoid-

reservoir及び導管（duct）の立体的位置を見んがため

には之等の側面像に依らねばならない。幸にして屡々標

本中にセノレカリヤの側面位に固定され得たセルカリヤの

多数が認められ，何れの場合も之等の腺組織はセルカ リ

ヤの体の中心軸より前方に位置している事が確認され，

後述する Mucoidglandsの形成過程に於ける所見も亦

全く同ーである事を知り得た。 (Plate Iの 2' 3' 4 

及び PlateEの8)

2.未成熟セノレカ リヤの Mucoidglands形成過程の

概要

解剖顕微鏡下に種々の発育階程にあるレヂアの嚢を針

にて破り説出せるセルカ リヤ群について観察すれば，種

々なる発育段階に於けるセノレカ リヤの Mucoidglands 

の形成過程の概要を追究する事が出来る。即1うレヂアか

ら潜出せしめたセルカリヤの内， 極めて未熟なものに於

いては未だ全く ToluidinBlue （叉は Thion in）に対

してメタクロマジーを示す物質乃至組織の存在しない事

が明らかである。従ってか〉るセノレカリヤの極めて未熟
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であるという判断にはセルカリヤの大きさ，及び形態の

みならず，ToluidinBlue （叉は Thionin）に対するオ

ノレトクロマチック（Orthochroma tic）君、強染色性， 及

び Dilafieldのへマトキシリン単染色による対照標本，

並にメチノレ緑ーピロニン染色等による染色成績から検討

を加えることがよし～。や〉発育した段階におけるセノレ

カリヤ内には辛うじて Mucoidglandsの原基とも称す

べき物質塊が Acetabulumの上部或は側部に， 時にそ

の背側部に出現し始め，突起今有する星t状形態を呈す

る2～ 8箇のメタクロマジーを示す組織が認められる様

になる。而かもメタクロマジーを示す染色性は不均等に

して粗なる頼粒状を呈し，染色性も概して弱い。か〉る

組織の原基は次第に大きさを増大し可成り太い突起を出

し導管の原基を形成するに至り ，次第に星在状乃至紡錘

形の Mucoidglandsの完成された形態に近く発育し，

突起も亦太く短きものの数を増加するに至る。か〉る川z

期に至れば，その法色性も均等にして鮮明なメククロマ

ジーを示すに至る。更らに発育せるセノレカリヤては漸く

前述した如き腹側部に ventralmucoid-reservoir及び

lateral mucoid-reservoirの塊状染色物質が出現し散在

する様になる。然し乍らその形態も不正形滴状をなし数

も砂い。更らに成熟すれば Mucoidglandsはその大き

さを増し星芭状有突起性の太く且短い導管は寧ろ退化

し，之れに代るに Mucoidglandsより直接繊細な数多

の細導管が発達し，特に第l対の Mucoidglandsに由

来する導管は上述の如き一見複雑てはあるが載然とした

走行を取るに至る。かくして次第に成熟段階に移行する

に従って Mucoidglandsは形態並に大きさを完成する

状態が確認される。 (Plat Iの 2' 3' 4及び Plate

Eの6, 7) 

3.牙泌相に於けるセルカリヤの観察所見 ：

セルカリヤの Mucoidglandsがその必要に応Uて内

容物である Mucoid-substanceを牙泊するであろう事は

当然考えられる所である。著者等は上述せる実験標本の

中にレヂアより排出したセノレカリヤ，或はレヂア内セル

カリアの或るものに於いて，比較的多数にその体表面に

メタクロマジーを示す禰慢性乃至微細頼粒状に染色され

た Mucoid-substanceの出現するととを屡々認める事が

出来たが，その牙迎、像に可成り特徴的な所見が得られ

た。と〉に注意すべきはか〉る未成熟セルカリヤに見

られる分脳相は必ずしも生理的な分泌相であるとは言

い難く， 常識的に Mucoidglandsの完成された成熟

セノレカリヤに就いて充牙にその機能を発揮出来るもので

( 34) 
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あるとするならば，寧ろ屡々標本中に見られるレヂア内

の未成熟なセノレカリヤに於ける Mucoids-substanceの

分協は，生理的な分泌相と云うよりも実験操作による機

械的乃至化学的刺戟を感受しての特殊な要因によって起

された牙泊像をも併せ考慮しない訳にはいかない。とも

あれ可成りに未成熟なセルカリヤに於ける牙路像と成熟

完成に近きセノレカリヤの牙、泌像とは可成り著明な差異が

認められる。即：；前者に於ては Mucoid-substanceは

セルカリヤの体表面に殆んどセルカリヤ全体を掩うが如

く，Kruidenierの云う封入された（envelopmental）状

態て認められ，限局的な濃染部は認め難いのに対して，

後者に於ては夫ノセ完成された Mucoidsglandsの導管

(ducts）を通じて，或は mucoidreservoirをも関与して

好協されるが故に，その上部に於いては Kruidenierの

述べる口吸盤辺縁部の関口部たる buccal cavity に分

泊されるであろうからこの想定を裏書きするが如しこ

の部に特に強染性 mucoidsu bstanceの貯留が見られ

る。同様に体中央部及び後方に於いては恐らく 5(;4，第

5，第 6の Mucoidglands及びそれに附属する lateral

及び caudalmucoidreservoirから牙泊される mucoid-

substanceは，大部牙が ventralgrooveに集積する筈

て，之れも亦所見が之れに裏附けを与えている。即ちと

のこ箇所に就いては最も高度に見られるが，更らに或者

に就いてはセノレカリヤ頭部両側辺縁，体表側縁等に強染

するものも存在するが，Mucoidglaudsの牙布， 形態

方ら理解出来るものと考えられる。 ( (Plafelの 5'6 

及 PlateEの 9）猶か〉る強染部位をもっセルカリヤ

は同時に体表面は所謂 envelopmentalな mucoid-

substance の膜により包まれているのが通常である。

と〉に注目すぶきは Ameel(1934）及び Kruidenier

が記載したセルカリヤの後端より紐状の H Mucoid st-

rand ” もしくは “Mucoidtether ” と称ナるものの

存在に対する疑義である。即ち著者等は木実験標本を詳

細に観察しだが，か〉る物質の存在するセノレカリヤはー

箇すら認められなかったととて，とれについては後に些

か考按を試みる積りである。

4：メタセルカリヤ？と於ける観察成績 ：

脱嚢直後のメタセノレカリヤ？と於げる’実験には実験方法

の項て、詳述した方法によってえた幼虫を用いた。次ぎに

脱嚢操作〈大島法〉長行った幼虫を Tyrode 液中に数

日間飼育したものについても同様に染色を施し，両者を

観察したが何れも ToluidinBlue 〈叉は Thionin）に対

してメタクロマジーを示す物質乃至週織の存在を証明す

るととが出来なかった。
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考按

先に Kruidenierは Pomatiopsislapidaria から得

られたケリコット肺吸虫セルカリヤの体内に，Toluidin

Blue及び Thioninに対してメタクロマジー を示す

組織の存在する事をみとめ， その形態を明らかにし，

“Mucoid glands ”なりとし，その形成過程の研究に

及んだ。著者等はと〉にケ リコッ ト肺吸虫のそれと比較

するために，ウエステマン肺吸虫セルカリヤを取りあ

げ，セノレカリヤ内にはケリコッ ト肺吸虫セノレカリヤの

それと同様の態度を示す極めて特異的な構造を有する

Mucoid glandsの存在することを確認し， その形態を

明らかにした。而も一見複雑に見えるか〉る腺組織は，

セルカリヤの可成り幼若な時期に於いて既にその原基が

出現し，セノレカリ アの発育階程に応Uて次第に完成し極

めて整然と且規則正しき構造を完成して行くものである

ととを追究する事が出来た。且亦之等の附属器官及び導

管も亦その位置的関係及び走行， 形態等特徴的なものが

あり ，何れも立体的位置を決定することに成功した。 之

等 Mucoidsglandsは本来その内容物である mucoid-

substanceを好協する事に依ってその意義が認められる

もので，更らにセルカリヤの牙泌相に於いても柳か知見

を得た。と〉に興味のあるのはメタセルカリヤにか 〉る

腺組織の存在しない事て，セルカリ ヤに特有のもので

あるという事実である。元来生体内 の Mucopoly-

saccharideもしくは Mucoprotein の生機的意義に関

しては未だ明らかに解明せられていなし、点が多い。従っ

てか〉る物質の存在がセルカ リヤに如何なる意義を有

するものであるかは遺憾乍ら憶測の域を脱し得ない。

Kruidenierによれば， セノじカリ ヤ全表面に牙泌された

mucoid-substance乃至 Mucoidsheathはその有する

物理化学的な特性によって，そのセノレカ リヤの環境とす

るメヂウムに於げる諺透圧的条件，機械的影響，或は蛋

白号解酵素等によるセルカリ ヤに不利をもたらす諸条件

によく適応せしめ，セノレカ リヤ自体を防禦し，或は抗酵

素的（antienzymatic）役割を与えると共に， ケリコッ ト

肺吸虫セノレカ リヤに見られたとする “Mucoidstrand ” 

若しくは “Mucoidtether ”の存在を重視し， セノレカ

リヤの第2中間宿主たるず リガニ（crayfish）に附着し

て感染を全うするのに好都合を与えているものと述べて

いる。 何れにしても Mucopolysaccharide若くは Mu-

co proteinはその牙子中には一般に N-acetyl化された

Hexosamine 
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I o-
CH20H-CH-CHOH-CHOHーCHーCHOH

NH-COCH3 

の存在する事が明らかにされているから，一般に組織化

学的に他の多くの細胞若くは組織内に見出される該物質

が，その機能と密接な関係を有している事が明らかにさ

れている現在，セノレカリヤ内にも亦同様の物質が見出さ

れるという事は極めて興味があり ，一方 Kruidenierの

いうが如き単に protectiveな役割のみとは考え難く ，

恐らくはセルカリヤに対して何等かの生機的乃至は生物

学的（biochemicalor biological）な意味を有している

ものではなかろうか。のみならずと〉に注目すべきは，

第 2中間宿主であるずリガニに附着するに好都合を与え

るとする “Mucoidstrand ” の存在は砂くともウエス

テルマン肺吸虫セノレカリヤには全然認める事が出来なか

った事て，先きに横川12）が肺吸虫セルカ リヤの第2中間

宿主えの移行に関する実験に於いて証明した如き事実を

想起するならば，極めて興味のあるところであろう。 即

Z， か〉る附属器官の必要性は牽も存在しない事が解

る。

以上を要約すれば， “Mucoid glands ” はセルカリ

ヤに特有な腺組織であり ，その形態は特異性を有し，そ

の形成過程はセノレカリ ヤの発育過程と関連 して完成され

るものであり，恐らくはセノレカリ ヤに対して防禦的役割

を果すと共に，何等かの生機的乃至生物学的意義を有す

るものであることが推定される。

結論

ウエステノレマン肺吸虫セノレカリヤの “Mucoid gla-

nds ”に関する実験から次の結論を得た。

(1）ウエステルマン肺吸虫セノレカリ ヤには Toluidin

Blue, Thionin等の色素に対してメタクロマジーを示す

腺組織 “Mucoid glands ” の存在する事を確認出来

た。

(2）“Mucoid glands ” の形態は本吸虫セルカ リヤ

に特有で，体の中心軸に対して左右対称性に 6箇宛存在

し，之等に附属する導管（duct）及び mucoid-reservoir

の走行，位置，形態等についても興味ある知見を得た。

猶之等の腺組織の総ては体の中心軸に対して，セノレカリ

ヤの前半部に認められ，その立体的位置についても亦明

らかUこする事が出来た。

( 35 ) 

(3）“Mucoid glands ” は極めて未成熟なセノレカリ

ヤには未だ発生せず，一定の発育段階に達したセノレカ リ
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ヤに出現し始め，その成熟と共に発育完成され，両者の

間に密接な関連性が認められた。

(4）好協相に於ける mucoid-substanceの出現部位

には特徴が見られた。

(5）“Mucoid glands ”はメタセルカ リヤには発見

されず，従ってセルカリ ヤに特有な腺組織であるととが

解った。

(6) Ameel, Kruidenierの指摘したセルカリ ヤ尾部

に見られたとする “Mucoidstrand ” は見出す事が出

来ず，従って mucoid-substanceがか〉る形に於いて第

2中間宿主えの移行に直接的な意義を有するものでない

ことは注目すべきである。

(7)“Mucoid glands ” の機能はその 内容 たる

Mucoid-substanceの物理化学的作用により ，セルカリ

ヤに対して防禦的役割を果すのみならず，セルカリ ヤの

発育及び爾後の進展に何等かの生機的乃至は生物学的な

意義をも有しているものと考えたい。
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Summary 

The histochemical and morphological studies 
of “Mucoid cells ” （＇＇ Mucoid glands ”） of cer-
cariae of Paragoni1仰 tswestermani were conducted 
in order to compare with those of cercariae of 
P. kellicotti in the manner described by Dr. Krui-
denier. It was found that the glands of the 
cercariae of P. westermani were nearly homo-
logous to those of the cercariae of P. kellicotti; 
1) The six pairs of “Mucoid glands ”are dis-

tributed parallel to the midventral axis of the 
mature cercariae. Many ducts and the reservoir 
of mucoid substance - mucoid reservoir - which 
were connected to the mucoid cells were clearly 
seen in the ventral part of the cercaria to its 
central axis. 

2）“Mucoid cells ”were not found in extre・
mely immature cercariae which were removed 
from the young second generation rediae. 
The formation of the “mucoid cells,, seemed 

to be closely related to the grade of development 
of the cercariae. 

3) The situation of the appearance of “mucoid 
substance ”in the secretion stage were charac-
teristic. 

4）“お1ucoidstrands ”or“Mucoid tethers”in 
the tail par七ofthe cercariae of P. kellicotti which 
were believed to have the function of contact 
with the second intermediate host by Ameel and 
Kruidenier we1e not found in the cercariae of P. 
westermani. 

It is very interesting to recall the experiment 
on the invasion of the second intermediate host 
of P. westermai by M. Yokogawa (1953), one 
of the authors. Yokogawa reported that the 
route of invasion of the cercariae of P. Wester-
mani into the crustacean host was made clear by 
successfully feeding cercariae to the crustacean 
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host. 
5) "Mucoid glands ”and their appendix were 

not found in the excysted metacercariae. The-
re fore “Mucoid glands ”would be the special 
organ of the cercariae. 

Explanation of Plates 

The formation of Mucoid glands in the 
cercariae of Paragonimus westermani. 

¥All drawings were made from many prepara-
tions fixed in mercury bichloride alcohol 

and stained in Toluidin blue.) 

Plate I 

Explanaton of Figures 

1 : Mucoid glands in the mature cercariae of 
Paragonimus westermani. 

2-4: The formation of Mucoid glands in the 
various stages of the development. 

S-6 : Secretion stages from Mucoid glands. 

(Mucoid glands and their ducts were stained 
in Toluidin blue metachromatically. 
The scale indicates 20 microns.) 

Abbreviation 

St. : Stylet 
Os.: Oral Sucker 
Ac.: Acetabulum 

A 限羽

Don 

ト15

-・Cm. 

1。P

3 

Plate I 

5 
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Mg. : Mucoid glands 

Dm. : Dorwl Mucoid reservoir 

Ta.: Tail 

Vm. : Ventral Mucoid reservoir 

Lm. : L:::tteral Mucoid reservoir 

Cm. : Caudal Mucoid reservo:r 

d.Mg. : Duct from Mucoid glands 

Plate II 

(All photographs are contact prints of neg8.-

tives produced by the enl:::trgement of positive 

color transparencies; their magnificr..tions are 

approximate.) 

1-2 : Mucoid glands of mature cercari:::te of Para-

gonimus westermani. 

3 : Ducts of Mucoid glands in anterior part oi 

mature cercar,ae. 

4-5: Mucoid glands of mature cercar匂 e. Note 

ventral, don:J.1 and lateral Mucoid Reser-

voirs. 
6-7: The formation of Mucoid glands of imma-

ture cercar¥iae. 

8: Lateral view of Mucoid glands of in1ma-

ture cercanae. 

9 : Discharging stage of Mucoid glands. 
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